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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
８
月
22
日
、
松
山
市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
で
、
愛

媛
み
か
ん
・
伊
予
柑
な
ど
愛
媛
産
か
ん
き
つ
を
Ｐ
Ｒ
す
る『
２
０
１
３

愛
媛
み
か
ん
大
使
』
４
人
を
任
命
し
ま
し
た
。
応
募
者
１
０
６
人
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
４
人
は
、年
内
は
「
愛
媛
み
か
ん
大
使
」
と
し
て
、

年
明
け
以
降
は
「
愛
媛
い
よ
か
ん
大
使
」
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

　

み
か
ん
大
使
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
は
、
昭
和
34
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
東
京
と
京
阪
神
で
開
催
さ
れ
る
「
果
実
ま
つ
り
」

に
あ
わ
せ
て
郡
青
果
農
協
か
ら
み
か
ん
農
家
の
子
女
を
推
薦
し
て

も
ら
い
、「
ミ
カ
ン
娘
」
と
し
て
８
名
派
遣
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

以
来
、
衣
装
（
制
服
）
も
当
初
の
絣か

す
りの

着
物
姿
か
ら
洋
服
へ
、
昭
和

62
年
度
か
ら
は
一
般
公
募
と
な
り
名
称
も
「
ミ
ス
愛
媛
み
か
ん
」
へ
、

さ
ら
に
男
女
参
画
共
同
推
進
条
例
の
施
行
等
に
よ
り
現
在
の
「
愛
媛

み
か
ん
大
使
」
へ
…
、
時
代
と
と
も
に
名
称
や
活
動
内
容
な
ど
形
は

変
わ
り
な
が
ら
も
、「
愛
媛
み
か
ん
大
使
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

は
今
年
で
55
回
目
を
迎
え
ま
し
た
（「
愛
媛
い
よ
か
ん
大
使
」
は
昭

和
51
年
か
ら
で
38
回
目
）。

　
『
２
０
１
３
愛
媛
み
か
ん
大
使
』
は
、研
修
の
後
10
月
16
日
に
「
愛

媛
県
園
芸
大
会
」
で
関
係
者
に
お
披
露
目
。
早
生
み
か
ん
の
出
荷
が

本
番
を
迎
え
る
11
月
以
降
、
産
地
を
代
表
し
て
農
家
に
代
わ
っ
て
県

内
外
で
愛
媛
産
か
ん
き
つ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

※
任
命
式
の
様
子
と
大
使
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

Vol.153
｢

愛
媛
み
か
ん

大
使
」
任
命

（
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
）
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▼『
２
０
１
３
愛
媛
み
か
ん
大
使
』の
皆
さ
ん（
右
か
ら
＝
河
島
さ
ん
、河
野
さ
ん
、竹
林
さ
ん
、永
井
さ
ん
）
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えた月見団子にススキを添えて、お地蔵
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り肌寒いけれど、つないだ手のぬくもり
がうれし、楽しい、帰り道。
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※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



　

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ズ
㈱

は
、
平
成
２
年
５
月
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

（
当
時
は
愛
媛
経
済
連
）
の
養
鶏
事
業
を

会
社
化
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
全
農
１
０
０
％
出

資
の
会
社
と
し
て
、
鶏
卵
の
生
産
か
ら
加

工
・
販
売
ま
で
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

基
幹
施
設
の
松
山
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
18
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
認

証
を
取
得
、
平
成
22
年
３
月
に
は
常
に

ｔ
（
25
年
度
計
画
）
の
鶏
卵
を
受
け
入
れ
、

県
内
生
産
量
の
約
３
割
を
占
め
、
県
内
鶏

卵
業
界
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ア
を
誇
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
生
産
性
向
上
と
高
品
質
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、主
力
商
品
の「
フ
レ
ッ
シ
ュ

卵
卵
」
シ
リ
ー
ズ
（
24
商
品
）
ほ
か
、
温

泉
た
ま
ご
、
鶏
卵
加
工
品
（
ボ
イ
ル
・
玉

子
焼
き
・
ス
イ
ー
ツ
等
）
の
付
加
価
値
・

差
別
化
商
品
の
開
発
・
販
売
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

一
貫
シ
ス
テ
ム
で
新
鮮
で

安
全
・
安
心
な
鶏
卵
を
供
給

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
グ
ル
ー
プ
会
社
・
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ズ
㈱
は
、
こ
の
ほ
ど
会
社
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
食

卓
に
愛
を
お
届
け
し
ま
す
」
と
し
て
、
会
社
及
び
主
力
商
品
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
卵
卵
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
一
新
。
ま
た
、
新
商
品

「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
た
ま
ご
」
の
投
入
や
自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
見
直
し
、「
温
泉
た
ま
ご
」
な
ど

付
加
価
値
商
品
の
拡
大
等
を
通
じ
て
、
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
と
県
内
産
鶏
卵
の
販
売
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
会

社
の
取
り
組
み
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

新
鮮
な
卵
を
出
荷
す
る
た
め
、
中
四
国

有
数
の
規
模
・
処
理
能
力
を
持
つ
選
卵
機

（
９
０
、０
０
０
卵
／
時
間
）
に
更
新
。
平

成
22
年
10
月
に
は
会
社
独
自
で
衛
生
検
査

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
施
設
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
ヒ
ナ
の
育
成
か
ら
は

じ
ま
り
、
鶏
卵
の
生
産
・
選
卵
・
配
送
ま

で
を
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
で
運
営
す
る
こ

と
に
よ
り
、
お
客
様
に
新
鮮
で
安
全
・
安

心
な
愛
媛
産
の
鶏
卵
と
加
工
品
を
供
給
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
11
農
場
（
直
営
２
農
場
・

契
約
９
農
場
）
か
ら
年
間
１
１
、７
０
０

特

集

◆特集：ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱の取り組み

新
Ｃ
Ｉ
と
新
商
品
・
付
加
価
値
商
品
投
入
等
で

ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
と
販
売
拡
大
め
ざ
す
！

2



を
め
ざ
し
、
６
月
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
今
後
は
自
社

ブ
ラ
ン
ド
商
品
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
卵
卵
」
シ

リ
ー
ズ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
見
直
し
（
今
年

10
月
～
）
と
差
別
化
・
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
、

付
加
価
値
化
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

　

今
年
８
月
末
か
ら
、
県
内
産
鶏
卵
の
販

売
拡
大
と
食
育
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

ピ
ン
ク
色
（
さ
く
ら
色
）
の
特
殊
卵
の
商

品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
ラ
ベ
ル
）
を
一
新
。
新

た
に
、
さ
く
ら
も
も
こ
さ
ん
原
作
で
幅
広

い
年
齢
層
に
人
気
の
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」
を
採
用
し
、

「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
た
ま
ご
」
と
し
て

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

従
来
、
ピ
ン
ク
系
の
特
殊
卵
は
消
費
者

へ
の
ア
ピ
ー
ル
力
・
浸
透
が
弱
か
っ
た
た

め
、
イ
メ
ー
ジ
向
上
、
特
に
若
い
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
強
め
る
た
め
、

他
の
自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
に
先
行
し
た
形

で
ラ
ベ
ル
を
一
新
し
ま
し
た
。

　
「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」
が
幅
広
い
年

齢
層
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
原
作
者

が
さ
く
ら
も
も
こ
さ
ん
＝
“
さ
く
ら
”
で

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、
商
品
及
び
会
社

　
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ズ
㈱
で

は
、
全
農
グ
ル
ー
プ
の
経
営
理
念
「
生
産

者
と
消
費
者
を
安
心
で
結
ぶ
懸
け
橋
に
な

り
ま
す
」
に
基
づ
き
、
社
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
を
「
食
卓
に
愛
を
お
届
け
し
ま
す
」
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
よ
り
安
全
・
よ

り
安
心
で
信
頼
さ
れ
る
卵
に
こ
だ
わ
り
、

そ
の
想
い
を
一
つ
一
つ
の
卵
に
詰
め
込

み
、
消
費
者
の
食
卓
に
お
届
け
す
る
と
い

う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

愛
の
詰
ま
っ
た
卵
を
お
届
け
す
る
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
ブ
ラ
ン
ド
の
浸

透
と
販
売
強
化
を
図
る
た
め
、
今
年
７
月

に
は
、
会
社
及
び
主
力
商
品
で
あ
る
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
卵
卵
（
ら
ん
ら
ん
）」
シ
リ
ー

ズ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
一
新
し
、
Ｃ
Ｉ
統
一

化
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
会
社
の
イ
メ
ー
ジ

カ
ラ
ー
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
を
基
調
に
、
卵

を
リ
ボ
ン
で
包
み
、
一
つ
一
つ
の
卵
を
大

切
に
お
届
け
す
る
イ
メ
ー
ジ
＝
生
産
者
は

も
ち
ろ
ん
、
流
通
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の

人
の
想
い
を
ギ
ュ
ッ
と
詰
め
込
ん
で
お
届

け
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

会
社
・
商
品
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
統
一
化
に

あ
わ
せ
て
、
消
費
者
の
支
持
拡
大
と
浸
透

▲本社・松山ＧＰセンター外観 ▲会社と「フレッシュ卵卵」シリーズロゴマーク

「
食
卓
に
愛
を
お
届
け
し
ま
す
」

ロ
ゴ
マ
ー
ク
統
一
し
浸
透
図
る

「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
た
ま
ご
」

「
温
泉
た
ま
ご
」
で
販
売
拡
大
を！
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の
温
泉
た
ま
ご
」
の
販
売
を
開
始
し
た
ほ

か
、
新
規
販
売
領
域
の
開
拓
と
し
て
関
西

地
区
へ
の
進
出
を
進
め
、
販
売
実
績
は
前

年
同
期
比
１
３
０
％
以
上
と
好
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
温
泉
た
ま
ご
」
は
ス
イ
ー
ツ

分
野
で
「
媛
た
ま
ア
イ
ス
」
を
開
発
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
や
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
の
直
売
所

「
太
陽
市
」
で
販
売
し
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌

等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
今
後
も
ト
ッ
ピ
ン
グ
商
材
と

し
て
提
案
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
鶏
卵

加
工
品
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。

　
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ズ
㈱
の

幸
地
愼
一
社
長
は
、「
当
社
で
は
、
生
産

か
ら
加
工
・
販
売

ま
で
を
体
系
化

し
、
生
産
性
（
飼

養
衛
生
管
理
）
の

向
上
と
高
品
質
化

に
よ
り
、
愛
媛
県

内
を
中
心
に
消
費

拡
大
・
販
売
強
化

に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
近
年
、

飼
料
価
格
の
高
止

ま
り
、
大
手
量
販

店
・
コ
ン
ビ
ニ
等

の
県
内
へ
の
進
出

に
よ
る
県
外
産
鶏
卵
の
流
入
な
ど
厳
し
い

販
売
環
境
の
中
で
、
第
２
次
中
期
計
画
で

は
、『
付
加
価
値
づ
く
り
』
を
テ
ー
マ
に

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
そ
の
具
体
策
と
し
て
、①
「
温

泉
た
ま
ご
」
と
そ
れ
に
続
く
商
品
の
開
発
、

②
販
売
面
で
は
４
Ｐ
（
製
品
＝
Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ

ｕ
ｃ
ｔ
、
価
格
＝
Ｐ
ｒ
ｉ
ｃ
ｅ
、
場
所
・

流
通
経
路
＝
Ｐ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ
、
販
売
促
進
＝

Ｐ
ｒ
ｏ
ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
見
直
し
・
拡

大
に
取
り
組
み
、
県
内
ト
ッ
プ
企
業
と
し

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
県
内
産

の
卵
の
販
売
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
卵
卵
」
シ
リ
ー
ズ
の
差

別
化
や
ブ
ラ
ン
ド
強
化
、『
ち
び
ま
る
子

ち
ゃ
ん
た
ま
ご
』
な
ど
の
商
品
投
入
、
付

加
価
値
商
品
の
拡
大
を
通
じ
て
、
消
費
者

に
新
鮮
・
安
全
・
安
心
な
県
内
産
の
卵
を

直
接
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ

向
上
と
利
用
促
進
、
販
売
拡
大
を
図
り
ま

す
。

　

安
全
・
安
心
対
策
と
し
て
、
施
設
面
で

は
新
た
に
愛
媛
県
版
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
取
得

に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
当
社
の
強
み
で
あ
る
『
生
産
か

ら
販
売
ま
で
の
一
貫
シ
ス
テ
ム
』
を
発
揮

し
、
市
場
の
変
化
を
的
確
に
つ
か
み
、
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
し
な
が
ら
販

売
強
化
と
農
家
経
営
の
安
定
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

▲

温
泉
た
ま
ご

▲

新
発
売
の「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
た
ま
ご
」

　

※�

特
殊
卵
＝
こ
だ
わ
り
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ

他
）
の
飼
料
を
与
え
て
で
き
た
卵
。

「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
た
ま
ご
」
の

主
原
料
と
な
る
飼
料
は
、
非
遺
伝
子

組
換
（
Ｎ
Ｏ
Ｎ

－

Ｇ
Ｍ
Ｏ
）、
ポ
ス

ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
フ
リ
ー
（
Ｐ
Ｈ
Ｆ
）

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
使
用
。

の
描
く
「
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
・

ね
ら
い
に
合
致
し
た
こ
と
に
よ
り
、
鶏

卵
関
係
で
は
全
国
で
初
め
て
商
品
ラ
ベ

ル
に
採
用
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
県
内
の
量
販
店
・
販
売
店

等
で
順
次
販
売
を
拡
大
し
、
月
間

１
万
８
、０
０
０
パ
ッ
ク
（
12
ト
ン
）
の

販
売
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

販
売
量
拡
大
と
お
求
め
や
す
い
価
格

で
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
鶏
卵
農
家

の
経
営
安
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

今
後
は
販
売
拡
大
に
向
け
て
、
シ
リ
ー

ズ
化
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
化
）
も
視
野
に
検

討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
に
は
加
工
推
進
課

を
新
設
。
温
泉
た
ま
ご
、鶏
卵
加
工
品（
ボ

イ
ル
・
玉
子
焼
き
・
ス
イ
ー
ツ
等
）
の

付
加
価
値
・
差
別
化
商
品
の
開
発
・
販

売
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
「
温
泉
た
ま
ご
」
は
、「
大
好
物

に
Ｏ
ｎ（
オ
ン
）！
」を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
商
材
と
し
て
提
案
し
、

Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
等
の
広
告
宣
伝
や
店
頭
で
の

試
食
宣
伝
等
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
展

開
。
今
年
５
月
か
ら
は
、「
バ
リ
ィ
さ
ん

ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱
幸地愼一 代表取締役社長

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

「
温
泉
た
ま
ご
」
な
ど

付
加
価
値
商
品
で
販
売
強
化

◆特集：ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱の取り組み
特

集
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、

８
月
22
日
、
松
山
市
の
Ｊ

Ａ
愛
媛
で
、愛
媛
み
か
ん
・

伊
予
柑
な
ど
愛
媛
産
柑
橘

を
Ｐ
Ｒ
す
る
『
２
０
１
３
愛
媛
み
か
ん
大

使
』
４
人
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
愛
媛
み
か
ん
大
使
は
、
①
河

島
綾
香
さ
ん
（
23
歳
・
東
温
市
在
住
・
団

体
職
員
）、
②
河
野
未
来
さ
ん
（
19
歳
・

松
山
市
在
住
・
大
学
生
）、
③
竹
林
麻
菜

未
さ
ん
（
22
歳
・
松
山
市
在
住
・
団
体
職

員
）、
④
永
井
優
花
さ
ん
（
20
歳
・
松
山

市
在
住
・
大
学
生
）。

　

任
命
式
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
運
営

委
員
会
の
岡
本
健
治
会
長
が
、
大
使
一
人

一
人
に
任
命
状
と
賞
金
目
録
を
手
渡
し
、

「
愛
媛
み
か
ん
の
消
費
拡
大
に
向
け
て
１

年
間
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
任

期
を
終
え
た
前
年
の
大
使
か
ら
タ
ス
キ
を

受
け
継
い
だ
４
人
は
、「
全
国
の
皆
さ
ん

に
愛
媛
の
美
味
し
い
み
か
ん
を
沢
山
食
べ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
て

ま
い
り
ま
す
」
な
ど
と
抱
負
・
意
気
込
み

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
を
14
人
上
回
る
１
０
６

人
の
応
募
が
あ
り
、
書
類
審
査
を
経
て
19

人
が
面
接
審
査
に
進
み
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ

め
、
果
樹
研
究
同
志
会
・
女
性
果
樹
同
志

会
、マ
ス
コ
ミ
関
係
者
ら
審
査
員
15
人
が
、

印
象
（
好
感
度
）、知
性
、容
姿
（
姿
勢
等
）

果実課

愛
媛
産
柑
橘
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る

『
２
０
１
３
愛
媛
み
か
ん
大
使
』を
任
命

１
月
下
旬
か
ら
札
幌
・
首
都
圏
・
京
阪
神

を
回
る
「
愛
媛
い
よ
か
ん
全
国
縦
断
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
ほ
か
、「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
・

オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
関
連
イ
ベ
ン
ト
」な
ど
、

来
年
８
月
末
ま
で
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
販

促
活
動
、
テ
レ
ビ
出
演
等
を
通
じ
て
愛
媛

産
柑
橘
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
ど
を
審
査
し
４
人
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

４
人
は
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
や
柑
橘
・
産

地
の
知
識
な
ど
基
礎
研
修
を
受
け
、
10
月

16
日
開
催
の
「
愛
媛
県
園
芸
大
会
」
で
生

産
者
・
Ｊ
Ａ
関
係
者
に
お
披
露
目
。
11
月

２
日
の
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

11
月
上
旬
か
ら
東
京
・
大
阪
で
「
愛
媛
み

か
ん
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、
来
年

（右から）河島さん、河野さん、諏訪県本部長、岡本会長、竹林さん、
永井さん

2013愛媛みかん大使4人のプロフィール

竹
た け

林
ばやし

麻
ま

菜
な

未
み

さん
（松山市在住・団体職員）

　歴史ある愛媛みかん
大使に任命していただ
き大変うれしく思って
います。選ばれたとい
う責任感を忘れずに、
１年間の任期を精いっ

ぱい頑張りますのでよろしくお願いいたしま
す。
【趣味】旅行
【特技】笑顔

河
か わ

島
し ま

　綾
あ や

香
か

さん
（東温市在住・団体職員）

　愛媛みかん大使とし
て、これから私がどれ
だけ愛媛のみかんをPR
することができるのか、
それに伴って私自身が
どれだけ成長すること

ができるのか楽しみです。どうぞよろしくお
願いいたします。
【趣味】音楽鑑賞
【特技】楽器演奏（ビオラ）

永
な が

井
い

　優
ゆ う

花
か

さん
（松山市在住・大学生）

　私は全国の皆様に愛
媛のおいしいみかんを
食べていただきたいと
思っています。生産者
と消費者の懸け橋とな
るよう、元気溢れる笑

顔で精一杯PRしてまいりますので、どうぞ
よろしくお願いします。
【趣味】ピアノ・映画鑑賞・ランニング
【特技】料理

河
こ う

野
の

　未
み

来
く

さん
（松山市在住・大学生）

　ピアノで培った表現
力と持ち前の明るさで
農家の皆さんが丹精込
めて作られたふるさと
愛媛の柑橘を積極的に
全国にPRして、微力な

がら地元のお役にたちたいと思います。よろ
しくお願いします。
【趣味】料理
【特技】ピアノ
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美
食
便
り
』」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
新
聞
広
告
、

店
頭
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
と
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
設
置
を
通
じ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
盛
り

上
げ
、
よ
り
多
く
の
消
費
者
に
「
愛
媛
の

新
米
」
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

県
内
産
米
の
消
費
拡
大
と『
ひ
め
ラ
イ
ス
』

ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

品
コ
ー
ス
（
４
コ
ー
ス
の
内
１
つ
を
選

択
）、②
郵
便
番
号
、③
住
所
、④
氏
名
、

⑤
年
齢
、
⑥
電
話
番
号
、
⑦
利
用
店
名
、

⑧
ひ
め
ラ
イ
ス
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご

感
想
を
記
入
の
上
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

�　

一
人
で
何
口
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
、
応
募
は
１
通
に
つ
き
１
口
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑵　

応
募
先

　
　

〒
７
９
１

−

３
１
６
３

　
　

�

伊
予
郡
松
前
町
大
字
徳
丸
字
五
屋
敷

７
７
１

−

２
５

　

�　

ひ
め
ラ
イ
ス
「
50
周
年
記
念
新
米

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
係

⑶　

応
募
締
切
り

　
　

10
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

⑷　

抽
選
・
当
選
発
表

　

�　

11
月
中
旬
に
抽
選
を
行
い
、当
選
は
、

賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
は
、
県

内
産
を
中
心
に
新
米
の
発

売
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

と
、
８
月
26
日
か
ら
10
月

31
日
ま
で
、
愛
媛
県
産
の
「
天
然
活
伊
勢

エ
ビ
」「
紅
ま
ど
ん
な
」「
伊
予
牛
『
絹
の

味
』」
な
ど
が
抽
選
で
合
計
７
０
０
人
に

当
た
る
「
ひ
め
ラ
イ
ス
50
周
年
記
念
新
米

プ
レ
ミ
ア
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～
『
え
ひ
め

【
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
称
】

ひ
め
ラ
イ
ス
50
周
年
記
念
新
米
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
え
ひ
め
美
食
便
り
」

【
実
施
期
間
】

平
成
25
年
８
月
26
日
～
10
月
31
日

【
賞　
　

品
】

▼�

Ａ
コ
ー
ス
＝「
天
然
活
伊
勢
エ
ビ
」（
愛

媛
県
産
３
尾
セ
ッ
ト
）
50
名

▼�

Ｂ
コ
ー
ス
＝「
紅
ま
ど
ん
な
」（
愛
媛
県

産
２
・
５
㎏
）　

50
名

▼�

Ｃ
コ
ー
ス
＝
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
黒
毛

和
牛
す
き
焼
き
用
ロ
ー
ス
（
約
６
０
０

ｇ
）
50
名

◆�

50
周
年
記
念
コ
ー
ス
＝
ザ
イ
グ
ル
（
赤

外
線
サ
ー
ク
ル
ロ
ー
ス
タ
ー
）
15
名

【
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
】

　

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
50
周
年
記
念
コ
ー
ス
の

抽
選
で
は
ず
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で

５
３
５
名
に
は
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、「
愛

媛
県
産
に
こ
ま
る
２
㎏
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

⑴�　
『
ひ
め
ラ
イ
ス
』
の
米
袋
に
付
い
て

い
る
「
ひ
め
マ
ー
ク
」
を
切
り
取
り
、

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
コ
ー
ス
は
２
㎏
分
以
上
（
も

ち
米
１
・
４
㎏
）
を
、50
周
年
記
念
コ
ー

ス
は
５
㎏
分
以
上
（
も
ち
米
１
・
４
㎏

な
ら
３
枚
）
を
１
口
と
し
て
、
応
募
ハ

ガ
キ
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
ま
た
は
郵
便

ハ
ガ
キ
に
貼
付
の
上
、
①
ご
希
望
の
賞

県
内
産
米
の
消
費
拡
大
に
向
け
て

50
周
年
記
念
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
！

㈱ひめ
ライス
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7

資料：農林水産省統計部「作物統計調査」

図２　キウイフルーツの都道府県別収穫量割合

愛媛
7,400t
（25％）

福岡
5,410t
（18％）

和歌山
3,560t
（12％）

神奈川
1,950t
（7％）

その他
9,870t
（33％） 平成24年産

収穫量
2万9,800ｔ
（100％）

静岡
1,610t
（5％）

資料：農林水産省統計部「作物統計調査」

図１　キウイフルーツの収穫量と10ａ当たり収量の推移

昭
和

61
年
産

平
成

元
年
産

62 63 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

7

6

5

4

3

2

1

0

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（万ｔ）

（㎏）
全国の10ａ当たり収量

（
収
穫
量
）

（
10
ａ
当
た
り
収
量
）

全
国
収
穫
量

う
ち
愛
媛

愛媛の10ａ当たり収量

べ
や
す
さ
、
お
い
し
さ
で
消
費
者
に

人
気
の
あ
る
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
。
愛

媛
県
の
平
成
24
年
産
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の

収
穫
量
は
日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
今
月
は
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
生
産
推

移
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

　

全
国
の
平
成
24
年
産
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

の
結
果
樹
面
積
は
２
、２
４
０
ha
で
、
前
年

に
比
べ
て
10 

ha
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、

収
穫
量
は
２
万
９
、８
０
０
ｔ
と
な
り
、
前

愛
媛
県
が
25
％
、
福
岡
県
が
18
％
（
５
、

４
１
０
ｔ
）、
和
歌
山
県
が
12
％
（
３
、

５
６
０
ｔ
）
で
、
こ
の
３
県
で
全
国
の
約

５
割
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

ま
た
、
愛
媛
県
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
、

調
査
を
開
始
し
た
昭
和
61
年
産
以
降
、
結

果
樹
面
積
、
収
穫
量
と
も
に
27
年
連
続
で

日
本
一
の
座
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の

供
給
の
大
半
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど

の
外
国
産
（
平
成
24
年
で
67
％
）
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
の
国
産
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

の
健
闘
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
12
年
3
月
、
当
時
の
文
部
省
、
厚

生
省
及
び
農
林
水
産
省
は
国
民
の
健
康
の

保
持
増
進
、
生
活
の
質
の
向
上
及
び
食
料

の
安
定
供
給
の
確
保
を
図
る
た
め
に
「
食

生
活
指
針
」
を
策
定
。
こ
の
中
で
、
果
物

は
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維

を
適
量
摂
取
す
る
た
め
野
菜
と
と
も
に「
毎

日
と
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
を
具
体
的

な
行
動
に
結
び
つ
け
る
も
の
と
し
て
、
17

年
6
月
に
厚
生
労
働
省
と
農
林
水
産
省

は
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
決
定
し
、

果
物
摂
取
の
目
安
と
し
て
1
日
お
よ
そ

２
０
０
ｇ
摂
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
果
物
が
お
い
し
い
季
節
。
猛

暑
で
疲
れ
た
身
体
を
癒
す
た
め
に
も
、
旬

の
味
を
楽
し
み
な
が
ら
「
毎
日
く
だ
も
の

２
０
０
グ
ラ
ム
」
食
べ
ま
せ
ん
か
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

年
産
に
比
べ
て
３
、７
０
０
ｔ
（
14
％
）
増

加
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
の
結
果
樹
面
積
は
４
２
３
ha
で
、

前
年
産
に
比
べ
て
６
ha
（
１
％
）
減
少
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
生
産
者
の
高
齢
化
に

伴
う
労
力
不
足
に
よ
る
廃
園
・
規
模
縮
小

が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

24
年
産
の
作
柄
は
天
候
不
順
に
よ
り
着

果
数
、
果
実
肥
大
と
も
に
抑
制
さ
れ
た
前

年
産
に
比
べ
て
、
開
花
期
の
天
候
に
恵
ま

れ
た
こ
と
か
ら
受
粉
作
業
が
順
調
に
進
み
、

着
果
数
が
十
分
に
確
保
さ
れ
た
た
め
、
10

ａ
当
た
り
収
量
は
２
３
０
㎏
（
15
％
）
増

加
し
１
、７
５
０
㎏
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
収
穫
量
は
８
８
０
ｔ
（
13
％
）
増
加

し
７
、４
０
０
ｔ
で
し
た
（
図
１
）。

　

都
道
府
県
別
に
み
た
収
穫
量
割
合
は
、

27年連続日本一！
－平成24年産キウイフル－ツの結果樹面積、収穫量及び出荷量の概要から－

愛
媛
県
の
収
穫
量
は
、

全
国
の
約
４
分
の
１
占
め
る

食24
年
産
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
動
向
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JAえひめアイパックス㈱ ㈱えひめ飲料

○代表取締役社長 髙原　　茂（常勤）

○専 務 取 締 役 高橋　雄二（常勤）

○常 務 取 締 役 川田　永治（常勤）

○取締役営業本部長 濱本　泰久（常勤）

○取締役製造本部長 森實　光夫（常勤）

○取 締 役 岡本　健治
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員会会長）
＜JAえひめ中央＞

○取 締 役 高月　初彦
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAにしうわ＞

○取 締 役 黒田　義人
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAえひめ南＞

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

◇常 勤 監 査 役 藤田　敬二（常勤）

◇監 査 役 田坂　　實
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAおちいまばり＞

◇監 査 役 菊地　秀明
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JA愛媛たいき＞

◇監 査 役 髙橋　　勉
（非常勤・全農愛媛県本部副本部長）

◇監 査 役 荒木正四郎
（非常勤・全農グループ会社統括部）

○代表取締役社長 濟川　　誠（常勤）

○専 務 取 締 役 峰岡　茂夫（常勤）

○常 務 取 締 役 中川　達也（常勤）

○取締役販売部長 篠藤　英二（常勤）

○取 締 役 岡本　健治
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員会会長）
＜JAえひめ中央＞

○取 締 役 田坂　　實
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAおちいまばり＞

○取 締 役 菊地　秀明
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JA愛媛たいき＞

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

○取 締 役 髙橋　　勉
（非常勤・全農愛媛県本部副本部長）

◇監 査 役 豊田　明夫
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員会副会長）
＜JA周桑＞

◇監 査 役 黒田　義人
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAえひめ南＞

◇監 査 役 日山　正彦
（非常勤・全農グループ会社統括部）

ＪＡ全農えひめグループ７社
平成25年度役員体制

　ＪＡ全農えひめグループ7社は、6月以降株主総会・取締役
会を順次開催し、平成25年度の役員体制を決めました。
　各社の新体制は、次のとおりです（９月１日現在）。
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○代表取締役社長 幸地　慎一（常勤）

○常 務 取 締 役 西　　尊公（常勤）

○取 締 役 石川　邦彦
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAうま＞

○取 締 役 加藤　　尚
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JA西条＞

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

○取 締 役 髙橋　　勉
（非常勤・全農愛媛県本部副本部長）

◇監 査 役 山口　恒朗
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAひがしうわ＞

◇監 査 役 岡村　伸六
（非常勤・全農グループ会社統括部）

JAえひめフレッシュフーズ㈱

JAえひめエネルギー㈱
○代表取締役社長 峯本　耕典（常勤）

○専 務 取 締 役 佐伯　和俊（常勤）

○取締役管理本部長 越智　哲也（常勤）

○取締役オート事業部長 楠　　富夫（常勤）

○取締役ガス事業部長 本田　拓也（常勤）

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

○取 締 役 小越　愼介
（非常勤・全農愛媛県本部副本部長）

◇監 査 役 日山　正彦
（非常勤・全農グループ会社統括部）

㈱ひめライス
○代表取締役社長 山本　健吾（常勤）

○常 務 取 締 役 河野　哲也（常勤）

○取 締 役 小越　愼介
（非常勤・全農愛媛県本部副本部長）

○取 締 役 加藤　　尚
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JA西条＞

○取 締 役 岡本　健治
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員会会長）
＜JAえひめ中央＞

○取 締 役 山口　恒朗
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAひがしうわ＞

◇監 査 役 豊田　明夫
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員会副会長）
＜JA周桑＞

◇監 査 役 菊地　秀明
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JA愛媛たいき＞

◇監 査 役 岡村　伸六
（非常勤・全農グループ会社統括部）

JAえひめ物流㈱
○代表取締役社長 武智　嘉之（常勤）

○常 務 取 締 役 清水　宇造（常勤）

○取 締 役 石川　邦彦
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAうま＞

○取 締 役 田坂　　實
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAおちいまばり＞

○取 締 役 岡本　健治
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員会会長）
＜JAえひめ中央＞

○取 締 役 菊地　秀明
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JA愛媛たいき＞

○取 締 役 高月　初彦
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAにしうわ＞

○取 締 役 黒田　義人
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAえひめ南＞

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

◇監 査 役 髙原　　茂
（非常勤・㈱えひめ飲料代表取締役社長）

◇監 査 役 岡村　伸六
（非常勤・全農グループ会社統括部）

㈱えひめフーズ
○代表取締役社長 長尾　博文（常勤）

○取締役製造部長 阿部　祥二（常勤）

○取 締 役 髙原　　茂
（非常勤・㈱えひめ飲料代表取締役社長）

○取 締 役 諏訪　　玄
（非常勤・全農愛媛県本部県本部長）

○取 締 役 高月　初彦
（非常勤・全農愛媛県本部運営委員）
＜JAにしうわ＞

◇監 査 役 藤田　敬二
（非常勤・㈱えひめ飲料常勤監査役）

◇監 査 役 髙橋　誠治
（非常勤・㈱えひめ飲料管理課主幹）
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昭和24年７月８日、上浮穴郡小田町（現喜多郡内子町）生まれ。
若い頃から農業に惹かれ、農家に嫁ぎたいとの思いはあったが、
岡山の音楽大学を卒業から１年、教師をしていた夫と結婚。夫
の定年までの35年間、音楽教室や個人レッスンでピアノ教師を
続ける。３人の子どもに恵まれ子育てを楽しむ一方、25年間ソ
フトバレーボールで汗を流す。興味のあることをいろいろと体
験したが、農業をあきらめきれず、15年ほど前にコミュニティ
農園で農業デビューを果たす。本格的に農業をしたいという夢
がさらに膨らみ、久万高原町役場を訪ねて何度も農地を紹介し
てもらうが希望通りとはいかず、半ばあきらめかけていた頃に
希望に見合う農地が見つかり、還暦を過ぎてついに農業の夢を
実現する。現在は伊予郡松前町に在住し、車で約40分の上浮
穴郡久万高原町の４反７畝の農地へ通い、松前町の農地１反も
含め、農業を満喫中。2012年に農業１年目の体験記「女61歳
初めての農業」（東京図書出版発行）を出版。書籍ご希望の方は
℡090-5912-2731（河上）まで。

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ

第
二
の
人
生

　

久
万
高
原
町
で
田
畑
を
入
手
し
、
還
暦
を

過
ぎ
て
か
ら
始
め
た
農
業
は
３
年
目
に
入
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
、
冬
に
な
る
と

積
雪
や
厳
し
い
寒
さ
の
た
め
農
作
業
が
で
き

な
く
な
り
、
４
月
頃
か
ら
11
月
頃
ま
で
の
半

年
あ
ま
り
と
い
う
短
い
活
動
期
間
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
間
に
充
実
し
た
農
園
生

活
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
無

い
限
り
毎
日
自
宅
か
ら
40
分
程
の
農
地
へ
向

か
い
、
ワ
ク
ワ
ク
気
分
で
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

１
年
目
は
、
東
北
の
地
震
と
原
子
力
発
電

所
の
事
故
と
い
う
未
曽
有
の
出
来
事
か
ら
間

も
な
い
時
期
に
農
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
ら
れ
る
現
実
と
は
思
え
な

い
悲
惨
な
状
況
に
心
を
痛
め
な
が
ら
の
毎
日

で
し
た
。
あ
れ
か
ら
２
年
半
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
今
も
ま
だ
思
う
よ
う
に
復
興
は
進
ん

で
い
な
い
よ
う
で
す
。
多
く
の
被
災
者
の
生

活
も
先
が
見
え
な
い
状
況
の
中
で
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
原
発
の
再

稼
働
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
る
で
あ
の

時
の
痛
み
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
で

す
。
１
度
流
れ
に
乗
っ
て
動
き
始
め
る
と
そ

れ
を
止
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
は
た
し
て
ど
れ
く
ら
い
大
き
な
犠
牲
を

払
え
ば
そ
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。「
美
し
い
日
本
」
は
ど
こ

へ
向
か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
多

く
の
日
本
人
の
素
直
な
気
持
ち
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
勿
論
経
済
も
大
切
な
こ
と
で
す
が

そ
れ
が
最
優
先
に
な
ら
な
い
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
舵
取
り
を
担
っ
て
い
る
人
達

に
は
、
子
供
や
孫
達
が
安
心
し
て
安
全
に
暮

せ
る
よ
う
、
未
来
へ
の
責
任
を
果
た
す
べ
く

人
間
の
英
知
と
勇
気
を
持
っ
て
最
善
の
道
を

選
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

私
達
国
民
が
最
良
の
選
択
を
す
る
こ
と
が
不

可
欠
な
の
で
す
が
…
。

　

そ
の
美
し
い
日
本
そ
の
ま
ま
の
自
然
に
恵

ま
れ
た
久
万
の
地
で
念
願
の
農
業
を
始
め
る

機
会
が
巡
っ
て
来
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

TAZUMI　KAWAKAMI河上たずみ
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て
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に

し
て
私
達
夫
婦
の
力
だ
け
で
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
実
り
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。
元
々
マ
イ
ペ
ー
ス
の
自
給
自
足
を
希

望
し
て
始
め
た
農
業
で
す
が
、
予
定
に
反
し

て
わ
ず
か
な
が
ら
米
や
ピ
ー
マ
ン
農
家
と
し

て
農
協
に
出
荷
し
、そ
の
他
と
う
も
ろ
こ
し
、

ト
マ
ト
、
大
根
、
落
花
生
な
ど
を
育
て
、
食

べ
き
れ
な
い
も
の
は
産
直
市
に
出
す
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
ま
で
頑
張
れ
ば
大

抵
の
こ
と
は
１
人
で
な
ん
と
か
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年
の

体
験
で
自
分
が
狭
い
社
会
に
い
た
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
感
動
と
貴
重
な
体
験
が
時

間
の
経
過
と
共
に
記
憶
か
ら
薄
れ
消
え
て
し

ま
う
の
は
い
か
に
も
残
念
だ
と
思
い
、
農
作

業
が
終
わ
っ
た
年
の
瀬
に
心
に
残
っ
た
１
年

目
の
出
来
事
を
原
稿
に
し
た
た
め
、
翌
年
本

を
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
書
き
あ

が
っ
た
原
稿
を
夫
に
読
ん
で
み
る
よ
う
勧
め

ま
し
た
が
、
出
版
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
な

か
っ
た
夫
は
目
を
通
す
こ
と
も
無
く
本
は
出

来
上
が
り
書
店
に
並
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

本
の
中
で
夫
は
三
枚
目
と
し
て
登
場
し
て
い

る
の
で
、
不
本
意
だ
っ
た
ら
し
く
「
名
誉
棄

損
で
訴
え
て
や
る
ぅ
」
と
納
得
で
き
な
い
様

子
で
く
や
し
が
っ
て
い
ま
し
た
。

識
も
無
く
全
く
の
素
人
で
し
た
が
、
思
っ
て

い
た
以
上
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
充
実
し

た
農
園
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

地
元
の
先
輩
方
か
ら
助
け
て
頂
い
た
お
か
げ

だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
農
家
の
方
々
が
通

り
が
か
り
に
参
考
に
な
る
話
を
し
て
く
れ
た

り
、
私
が
困
っ
た
時
に
は
長
年
の
経
験
に
裏

打
ち
さ
れ
た
そ
の
時
期
そ
の
時
期
に
必
要
な

知
識
を
教
え
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の

内
容
は
先
人
の
知
恵
が
詰
ま
っ
た
新
鮮
で
と

奇
跡
に
も
思
え
る
出
来
事
で
し
た
。
こ
の
こ

と
は
夢
に
向
か
っ
て
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
行
動

を
し
て
い
れ
ば
、
遅
か
れ
早
か
れ
必
ず
チ
ャ

ン
ス
が
訪
れ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
友
人
が
作
っ
て
く
れ
た
き
っ
か
け

で
、
不
思
議
な
ほ
ど
全
て
の
こ
と
が
順
調
に

進
み
、
無
謀
と
も
思
え
る
夢
の
実
現
に
至
る

過
程
で
多
く
の
人
と
の
繋
が
り
に
助
け
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
私
は
農
業
に
関
し
て
何
の
知

▲農業に没頭している時でも、ピアノの前に座ると落ち着きます

▲８月ピーマン出荷のピークで、朝
６時頃から作業に入ります
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　ＪＡ全農えひめ畜産部は、７月29日、東京都
千代田区大手町の全農本所４F農業・農村ギャ
ラリーで、肉の日イベント「愛媛県産農畜産物
直売会」を実施しました。
　開会前には、ＪＡ全農えひめ畜産部の石川忠
司部長が、「愛媛県が誇る美味しいブランド牛・
豚肉をこの機会にぜひご賞味ください」とあい
さつ。直売会は、販売開始前から行列ができる
ほどの盛況で、用意したA−５等級の伊予牛『絹
の味』ロースステーキ・切り落としや、「ふれ愛・
媛ポーク」（ふれあい・ひめポーク）など250パッ
クは開始約30分で完売。「伊予牛『絹の味』ステー
キ弁当」も好評で、すぐに販売終了しました。
　畜産部職員は、伊予牛「絹の味」・「ふれ愛・
媛ポーク」のハッピを着て、ブランド紹介のリー
フレットを配りながら、今年度の日本農業大賞
を受賞した㈲菊間仙高牧場（仙高ポーク）の豚

しゃぶの試食も交えて、商品の説明やおいしい
食べ方などをPR。来場者からは、「脂の甘みが
大変美味しい」と大好評でした。
　なお、会場では、「ひめライス」無洗米の販
売や、「POMジュース」の試飲を行うなど愛媛
県産農畜産物のPRは大盛況でした。

●東京・全農本所で肉の日イベント開催

東京で伊予牛「絹の味」・「ふれ愛・媛ポーク」PR

　ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会とＪＡ全農え
ひめ野菜花卉課は、夏秋野菜の出荷本番となる
７～８月、えひめ野菜の販売促進に向けて京阪
神地区と県内で消費宣伝活動を積極的に実施し
ています。
　店頭宣伝活動は、生産者参加型も含めて６月
末と７月に京阪神地区でのべ38日間、県内６日
間、８月には県内外で約30日間の実施をする計
画です。キューピー・ヤマキなど食品メーカー
４社とのコラボで野菜レシピを作成・配布し、
試食等も交えて販売促進・消費拡大とPR、売り
場確保に努めました。
　なお、７月11～12日の２日間、協議会の役員
とＪＡ販売担当部課長で構成する企画委員会メ
ンバーが、大阪市中央卸売市場本場に出向き、「消
費拡大会議」を開きました。
　会議では、京阪神地区の市場関係者と夏秋野

菜の販売促進に向け、産地情勢や市場の販売情
勢を相互に報告し、今後の販売促進対策などに
ついて意見交換しました。また、県内外のトマト・
きゅうりを集め品質査定会を開催したほか、コー
プこうべ魚崎浜要冷集配センターの視察を行い
ました。

●ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会

えひめ野菜の販売促進に向け京阪神・県内で消費宣伝活動を実施
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　㈱えひめ飲料は、８月６日、第95回全国
高等学校野球選手権大会に愛媛県代表とし
て出場した済美高校野球部に、「ポンジュー
ス」（500㎖24本入）と「POM塩と夏みかん」
（900㎖12本入）を各５ケース、計10ケース
贈りました。
　当日は、同社の石﨑隆司大阪営業所長が、
神戸市長田区の同校宿舎を訪ね、「今春の準
優勝を上回る成績を期待しています」と同
校の森岡勝之先生にジュースを手渡し激励
しました。
　同社は、毎回、春と夏の甲子園出場校に
ポンジュースを贈り、球児を応援しています。

　ＪＡ愛媛米麦生産者組織協議会は、８月
６日、ＪＡ愛媛別館で第14回通常総会を開
き、25年度事業計画を決めるとともに、TPP
断固反対に関する特別決議を採択しました。
　25年度計画では、「えひめ米」の需要に応
じた生産と品質向上対策に取り組むことと
し、需要の安定した「コシヒカリ」「あきた
こまち」「ヒノヒカリ」を中心とした作付誘
導、「にこまる」については「ヒノヒカリ」
等高温による品質低下が顕著に表れている
地域での普及拡大を図ります。このほか、
26年連続生産量日本一のはだか麦を中心に
特産麦・県産大豆の品質向上・安定生産対策、
「トータルアグリード事業」に参画する中で
生産者の所得向上、種子更新率の向上や栽
培履歴記帳の啓蒙による安全・安心への取
り組みを進めます。

●�済美高校野球部にジュース贈呈

㈱えひめ飲料が球児を応援！

●�ＪＡ愛媛米麦生産者組織協議会第14回総会

需要に応じた生産と品質向上を！

●ＪＡえひめ葬祭協議会理事会

人材育成等サービスレベル向上を

●第24回ＪＡ愛媛畜産技術者連絡協議会�総会

総合的な農家指導を実施

　ＪＡえひめ葬祭協議会は、７月10日、Ｊ
Ａ西条「ルミエール西条」で理事会を開き
ました。会員ＪＡなどから33人が出席。
　25年度の事業方針では、ＪＡの総合事業、
組合員の生活サポート事業の一環として位
置づけ、組合員・地域の要望に応えられる
よう、体制整備や事業展開の核となる拠点
整備を推進するとともに、各種研修講習会
を段階的に開催し担当者の資質向上・企画
力向上を進めます。また、共同仕入れ活動
等の協同活動の充実とステップアップ、新
規サービスの研究、広報活動等に積極的に
取り組みます。

　ＪＡ愛媛畜産技術者連絡協議会（11ＪＡ・
30会員）は、８月６日、第24回総会を開き、
25年度事業計画を決めるとともにTPP断固
反対に関する特別決議を採択しました。
　25年度は、愛媛の畜産振興と銘柄化を促
進するため、消費者との連携・合意形成づ
くりと販売・流通体制の強化、防疫管理と
記帳管理の徹底指導、後継者の育成、TPP
断固阻止活動、情報収集等を通じて農家経
営の安定に取り組みます。活動具体策とし
て、営農指導力・経営指導力・生産技術指
導力の強化と提案型運営の実施、販売流通
体制の強化に取り組むことを確認しました。

▲ポンジュースを手渡す石﨑所長（右）
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インフォメーション

ときめき水都市 みのりちゃん市場
インフォメーション

ときめき水都市 本店
●℡／0897-53-7333

●営／９：00～18：00

●休／１月１～３日、10月16～17日（地方祭）

●住／西条市栄町260（紺屋町フロム北側）

●℡／0897-53-6771

●営／８：30～18：00

●休／１月１～３日、10月16～17日（地方祭）

●住／西条市神拝字出口甲487-4

●URL／http://www.ja-saijyo.or.jp/ 

ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.153

にぎわいの原点は食。西条のまちなか産直市、誕生
ときめき水都市 みのりちゃん市場 ～ＪＡ西条～

「もっと便利に、さらに楽しい」。進化し続けて、リニューアル
ときめき水都市 本店 ～ＪＡ西条～

　

西
条
市
紺
屋
町
商
店
街
に
７
月
13
日
、
新
し
く
「
と
き
め
き
水
都

市　

み
の
り
ち
ゃ
ん
市
場
」
が
オ
ー
プ
ン
。
約
１
０
０
坪
の
鉄
骨
平
屋

建
て
の
直
売
所
は
農
産
物
を
中
心
に
、
精
肉
鮮
魚
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

農
産
物
の
出
荷
者
は
１
４
５
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
Ｊ
Ａ
西
条
管
内
の
農

産
物
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
並
び
ま
す
が
、
こ
こ
に
し
か
な
い
の
が
各
品
目
ご
と

に
圃
場
登
録
し
、
減
農
薬
、
有
機
質
肥
料
ま
で
Ｊ
Ａ
西
条
の
指
針
に
基
づ
き
育

て
ら
れ
た
健
康
野
菜
「
水
都
市
ブ
ラ
ン
ド
」
で
す
。
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
お
い
し

さ
と
安
心
・
安
全
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

周
辺
は
次
々
と
商
業
施
設
が
完
成
予
定
で
、
空
洞
化
す
る
商
店
街
に
人
を
呼

び
込
み
、
活
性
化
の
役
割
も
担
っ
た
第
１
弾
の
オ
ー
プ
ン
で
す
。
開
店
か
ら
数

か
月
、
ま
ず
は
徒
歩
や
自
転
車
で
来
ら
れ
る
周
辺
地
域
の
方
々
に
手
軽
に
足
繁

く
通
っ
て
も
ら
え
る
冷
蔵
庫
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
、
ま
た
老
若
男
女
を
広
く

商
店
街
へ
と
誘
う
け
ん
引
役
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

堀江　正之さん
（ＪＡ西条　直販事業部　課長）

「ＪＡ西条が自信を持っておススメする『水都市ブラ
ンド』です。ナス、ジャガイモ、オクラ、トマト、キュ
ウリ、里芋など。ぜひ一度食べ比べてみてください」

▲�シンプルで無駄がなく、ゆったりと買い物ができる店内。紺屋町商店街は無料駐車場（約
100台）完備

【ピンポイントmap】

N

140

至
西
条
駅
↓

伊予銀行伊予銀行

サークルK★サークルK★
西条郵便局西条郵便局

★八坂神社★八坂神社

車の通行不可車の通行不可

ⓅⓅ

ⓅⓅ

→→

→→

ⓅⓅ

ⓅⓅ

★公園★公園

★★

★★

★広島銀行★広島銀行

ときめき水都市
みのりちゃん市場

★

の
り
ち
ゃ
ん
」
限
定

　「
水
都
市
ブ
ラ
ン
ド
」

「
み

▲絹かわなすの漬物、各種あり▲平台に新鮮な野菜がびっしり

▲�湯葉など、珍しい地元の特産
品もそろう

▲�「水都市ブランド」は青い
シールが目印

▲�原材料にこだわり、うち
ぬき水を使用した「みな
みの名水アイス」も地産
地消の一つ
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★
湯之谷温泉

ときめき水都市
本店

ときめき水都市
みのりちゃん市場
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郵便局郵便局
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N

西条高校
★

西条高校
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市役所
★

市役所
★

西条郵便局★西条郵便局★

JA西条★JA西条★

至
国
道
11
号
線
↓

★
ときめき水都市
本店

　
「
と
き
め
き
水
都
市�

本
店
」
は
こ
の
春
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
店
内
を
改
装

し
、
陳
列
棚
の
移
動
な
ど
レ
イ
ア
ウ
ト
を
見
直

し
、
品
数
は
多
く
て
も
ス
ッ
キ
リ
と
見
通
し
よ
く
、

人
気
の
商
品
を
各
所
に
ち
り
ば
め
る
な
ど
、
隅
々

ま
で
店
内
を
巡
回
で
き
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま

す
。
広
さ
約
１
５
０
坪
、
会
員
約
９
０
０
人
が
出

荷
す
る
野
菜
群
の
勢
い
は
そ
の
ま
ま
に
。
通
年
出

荷
で
安
定
し
た
人
気
の
ト
マ
ト
で
は
オ
レ
ン
ジ
色

で
味
の
濃
い
桃
太
郎
ゴ
ー
ル
ド
、
調
理
用
の
シ
シ

リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
と
次
々
に
新
品
種
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
９
月
の
「
と
き
め
き
水
都
市
」
は
特
産

の
絹
か
わ
な
す
や
イ
チ
ジ
ク
が
賑
わ
い
、
里
芋
や

サ
ツ
マ
イ
モ
が
並
び
は
じ
め
、
秋
色
に
染
ま
っ
て

い
き
ま
す
。
冬
が
近
づ
け
ば
み
か
ん
、
白
ネ
ギ
や

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
年
の
初
め
の
「
西
条
の
七
草
」、

初
夏
に
は
新
し
い
産
地
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

る
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
も
登
場
。
鮮
魚
コ
ー
ナ
ー
を
新

設
、
駐
車
場
を
増
設
、
営
業
時
間
延
長
と
、
今
ま

で
以
上
に
買
い
物
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

伝
統
野
菜
か
ら

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
ま
で

イベントカレンダー

◦４月

◦７月

◦10月

◦12月

苗物フェア

うなぎ祭り

水都市本店創業祭

J A西条感謝祭

▲�これな～んだ？　見た目からは想像できないが糖度が高くて
おいしい黒イチジク

▲�自慢の農産物を生産者もしっかりアピール

▲�正面入り口の左手の鮮魚コーナーにはとれ
たての地魚が並ぶ

▲どこから見ても見通しのきく店内

石川　由紀さん
（ＪＡ西条　ときめき水都市　職員）

「生産者が丹精込めて育てた絹か
わなすです。私の顔より大きい
でしょう（笑）。アクが少なく、
皮も実もやわらかく、生で食べ
てもフルーティ。他では手に入
らない地域特産野菜です」
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

●
直
売
所
め
ぐ
り
「
周
ち
ゃ
ん
広
場
」。
と
に
か
く
広
い

店
内
は
野
菜
デ
パ
ー
ト
の
よ
う
で
、
と
て
も
楽
し
い
直

売
所
で
し
た
。
市
場
で
仕
入
れ
な
ん
て
昔
な
ら
特
定
の

人
し
か
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
今
は
一
人
ひ
と
り
が
直

売
所
で
買
い
物
・
仕
入
が
で
き
る
感
覚
で
、
そ
れ
も
安

価
で
新
鮮
で
す
。
生
産
者
の
利
益
が
し
っ
か
り
と
安
定

し
て
、
出
荷
者
の
い
き
い
き
と
し
た
顔
を
見
る
の
も
大

好
き
で
す
。
農
業
が
こ
ん
な
に
ス
テ
キ
な
も
の
に
感
じ

る
の
は
直
売
所
の
お
か
げ
。

　

あ
ま
り
の
日
差
し
に
ま
い
っ
て
い
る
毎
日
で
す
。
涼
し

く
な
る
母
子
、
て
ぬ
ぐ
い
、
首
ま
き
な
ど
、
特
集
し
て

ま
と
め
て
取
り
上
げ
て
も
ら
う
と
、
見
る
だ
け
で
涼
し

く
な
り
そ
う
。
手
ぬ
ぐ
い
を
も
っ
と
上
手
に
利
用
で
き

れ
ば
、楽
し
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。

	
	

（
大
洲
市
・
竹
岡　

ゆ
り
え
さ
ん
）

●
今
回
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
主
催
の
「
旬
を
め
ぐ
る
Ｊ
Ａ
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
気
分
で
県
内
15
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
を
巡
っ
て

み
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
長
、
特
産
品
が
あ
っ
て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
15
直
売
所
の
う
ち
初
め

て
行
っ
た
の
は
、
Ｊ
Ａ
う
ま
の
「
じ
ゃ
じ
ゃ
う
ま
市
」。

Ｊ
Ａ
に
し
う
わ
の
特
産
品
セ
ン
タ
ー
は
年
中
無
休
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日
曜
日
は
休
み
で
し
た
。
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
！

	
	

（
松
前
町
・
土
居　

栄
次
さ
ん
）

●
７
月
号
の
農
の
風
景
で
紹
介
さ
れ
た
夏
秋
ト
マ
ト
の
出

荷
の
様
子
は
、
非
農
家
の
私
に
と
っ
て
は
珍
し
い
光
景

で
す
。
野
菜
の
種
類
で
取
扱
い
や
機
械
が
い
ろ
い
ろ
あ

る
の
だ
ろ
う
と
想
像
の
世
界
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
表

紙
の
裏
で
よ
か
っ
た
で
す
。

	
	

（
松
山
市
・
川
内　

元
子
さ
ん
）

●
子
供
た
ち
の
小
さ
か
っ
た
頃
、
よ
く
海
や
プ
ー
ル
に
行

き
、
テ
ン
ト
を
張
り
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
り
、
暑
い
日
に

は
近
く
の
観
音
水
、
安
森
洞
や
平
家
谷
の
そ
う
め
ん
流

し
に
と
よ
く
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
今
月
の
表
紙
の
川

遊
び
を
見
て
い
る
と
、
子
ど
も
た
ち
と
の
楽
し
い
思
い

出
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
て
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
で
は
、
愛
媛
に
関
係
し
た
人
た
ち

が
も
っ
と
も
っ
と
見
た
い
で
す
。
農
の
風
景
を
読
ん
で

い
て
、「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」
っ
て
何
だ
ろ
う
？　

思

わ
ず
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
新
し
い
言
葉
な
ど

は
、
解
説
が
あ
れ
ば
…
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
？	

	
	

（
松
山
市
・
藤
田　

美
代
さ
ん
）

★
編
集
部
よ
り
…
失
礼
し
ま
し
た
。
な
じ
み
の
少
な
い
言

葉
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
解
説
等
を
つ
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
エ
ッ
セ
ー
は
先
月
号
に
続
い
て
レ
ー
モ
ン
ド
松
屋
さ

ん
。
い
つ
か
は
天
下
に
名
を
成
す
人
だ
と
信
じ
て
い
ま

し
た
。
本
名
で
活
動
さ
れ
て
い
る
頃
か
ら
の
フ
ァ
ン
で

し
た
。
自
信
に
満
ち
た
歌
唱
力
は
秋
川
雅
史
さ
ん
と

共
に
西
条
が
誇
る
歌
手
で
す
。
年
末
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅

白
」
の
出
場
間
違
い
な
し
で
す
。
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
に
と
ど
ま
ら
ず
、
天
下
の
五
木
ひ
ろ
し
さ
ん
に

ヒ
ッ
ト
曲
を
提
供
す
る
な
ん
て
す
ご
い
。
も
っ
と
も
っ

と
応
援
し
た
い
。

	
	

（
西
条
市
・
永
井　

民
枝
さ
ん
）

●
こ
ん
な
地
元
に
、
こ
ん
な
有
名
人
が
い
る
な
ん
て
、
ス

テ
キ
な
こ
と
で
す
。
昨
年
の
紅
白
で
五
木
ひ
ろ
し
さ
ん

と
コ
ラ
ボ
し
て
い
ま
し
た
ね
。詩
が
演
歌
っ
て
感
じ
で
、

情
熱
的
で
チ
ョ
ッ
ト
な
つ
か
し
い
感
じ
が
し
て
良
い
こ

こ
ち
で
す
。
頑
張
っ
て
ま
た
素
晴
ら
し
い
楽
曲
で
日
本

中
の
人
を
魅
了
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

レ
ー
モ
ン
ド
さ
ん
以
外
に
も
、
愛
媛
の
有
名
人
の
特
集

と
か「
ひ
め
と
ん
」「
み
き
ゃ
ん
」「
周
ち
ゃ
ん
」「
バ
リ
ィ

さ
ん
」
な
ど
ゆ
る
キ
ャ
ラ
特
集
を
お
願
い
し
ま
す
。

	
	

（
西
条
市
・
武
田　

五
月
さ
ん
）

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

７
月
号
の
答
え
は
「
ひ
め
と
ん
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

亀
岡
さ
お
り
さ
ん
（
松
山
市
）　

平
家　

真
理
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

矢
野
美
恵
子
さ
ん
（
大
洲
市
）　

大
森　

美
香
さ
ん
（
西
予
市
）

井
上　

智
子
さ
ん
（
西
予
市
）　

中
島　

葉
子
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

宇
都
宮
一
美
さ
ん
（
西
予
市
）　

大
野　

朝
司
さ
ん
（
内
子
町
）

戸
井　

純
子
さ
ん
（
東
温
市
）　

上
田
よ
し
子
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
25
年
10
月
17
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
11
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法★「オレンジロード」の集大成

として、ＪＡ全農えひめは４
月14日の「オレンジデー」に
向けて様々なイベントを開催
しました（７ページで紹介）。
この他にオレンジデーに合わ
せてイベントを実施する百貨
店も出てくるなど、徐々にで
はありますが、記念日として
浸透しつつあります。また各
種媒体からＪＡ全農えひめに
問い合わせも入っており、「オ
レンジデーといえば愛媛＝柑
橘」といったイメージも定着
しつつあるようです。
　リーダーズ通信内のイベント
情報コーナーへの情報提供を
お願いします	 （正直）

■ＪＡ周桑田野女性部
　ふれあい直販所 柿まつり
　◇日時：11月３日（日・祝）
　　　　　８：00 ～16：00
　◇場所：	田野女性部ふれ

あい直販所（鶴
の直販所）

　　　　　	西条市丹原町高
松1514-1

　　　　　※赤い大きな鶴のモニュメントが目印）
　◇内容：	宝投げ（餅投げ）、柿の皮むき大会、地元農産

物の販売、道前太鼓演奏（予定）など
■「なかやま栗まつり」
　◇日時：９月23日（月・祝）
　◇場所：栗の里公園（伊予市中山町中山）
※	読者・ＪＡから提供のあったイベントを紹介します。

特
集
で
は
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ズ
㈱
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
使
っ
た
新
商
品
の
名
前
は
？

「
○
○
○
○
○
○
○
○
た
ま
ご
」

イベント情報

★気象庁が30年に一度の「異常
気象」と発表した今年の夏。
猛暑にうんざりの日々でした。
30年に一度なら、来年はない
ことを祈るばかりですが…。

（正直）
■訂正とお詫び
　８月号11ページ下のニュース
タイトル「第45回全農乾椎茸
品評会～８人が入賞し、団体
の部でＪＡ全農えひめが準優
勝～」は、正しくは「第46回
全農乾椎茸品評会～８人が入
賞し、団体の部でＪＡ全農え
ひめが優勝～」でした。訂正
してお詫びいたします。

　　（一例）
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約301kcal
米	 ３合
雑穀（好みのもの）	 50ｇ
サツマイモ	 150ｇ
昆布	 ３㎝角
塩	 小さじ１･1/2
水	 750ｇ

〈作り方〉
①　米は洗って水気を切り、炊飯器に一緒に昆布
を入れ、通常の水（材料外）で炊く。
②　Ⓐの米酢、砂糖、塩を合わせて、昆布をつけ
ておく（寿司酢）。
③　①が炊きあがれば寿司桶に移し、熱いうちに
②の寿司酢を切るように合わせ、うちわなどで
あおいでツヤをだす。
④　③に、千切りにした大葉とショウガ、ゴマを
加えた後、握り寿司風にひと口大に握る。
⑤　鶏肉の照り焼きを作る。鶏肉は開いて筋や脂
を取り除き、Ⓑの調味料に浸けておく。
⑥　⑤を熱したフライパンで焼き、冷めてからそ
ぎ切りにし、④にのせる。

寿司飯 雑穀芋ご飯炊飯器でチキンライス

〈作り方〉
①　米は洗って水気をきっておく。ウインナーは
輪切り、タマネギは粗みじん切りにする。

②　炊飯器に①と水、ミックスベジタブル、コン
ソメを加えて炊く。

③　炊きあがればケチャップとバター、塩・コショ
ウを加えて混ぜ合わせる。

④　型抜きをするなど形を整え、あればパセリを
散らす。

〈作り方〉
①　米は洗って水気をきっておく。
②　サツマイモは１㎝の角切りにし、水にさらし
て、水気をきる。

③　炊飯器に①、②、雑穀を入れ、昆布と塩と水
を加えて、ひと混ぜして炊く。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約576kcal
米	 ３合
昆布	 ３㎝角
　米酢	 60㏄
　砂糖	 45ｇ
　塩	 12ｇ
　昆布	 ３㎝角
大葉	 30枚
ショウガ	 30ｇ
煎りゴマ	 大さじ３
鶏モモ肉	 ２枚（約600ｇ)
　濃口醤油	 40㏄
　ミリン	 50㏄
　酒	 50㏄
　砂糖	 大さじ１

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約343kcal
米	 ３合
水	 650㏄
ウインナー	 ４本
タマネギ	 1/2個
ミックスベジタブル	 50ｇ
コンソメ（顆粒）	 10ｇ
塩	 適量
コショウ	 適量
ケチャップ	 大さじ４
バター	 大さじ１

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大西　望先生

▲

（
左
）
炊
飯
器
で
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
、（
中
）
寿
司
飯
、（
右
）
雑
穀
芋
ご
飯

Ⓐ

Ⓑ

〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com
〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com

９月１６日（月）新発売！
甘すぎないまろやかな
乳性飲料

９月１６日（月）新発売！
甘すぎないまろやかな
乳性飲料

９月１６日（月）新発売！
甘すぎないまろやかな
乳性飲料

POM ポンオ･レPOM ポンオ･レPOM ポンオ･レ

ふっくらごはんは
明日への活力

今月の素材

米

NOW NOWCOOKING
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編
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靖 

● 

編
集
部
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総
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３
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● 

印
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定
価
一
〇
〇
円
（
本
体
９
６
円
）

  2
0
1
3

９
月
号

　
N
o.9
4
5

この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。
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